
サマーレビュー協議事項調書 

 

1 部局名 

（課名） 
財務部 学校教育部 市民部 健康福祉部 

（ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ推進課） 

（教育総務課教育施設課） 

（市民協働・地域政策課 

中央図書館） 

（障害保健福祉課） 

2 協議事項 

（案件名） 
公共施設複合化について 

3 背景・現状 

（現状把握で

きる統計数

値など） 

・2025 年 4月、資産経営を長期的かつ着実に推進するための羅針盤とし

て第 2期「 浜松市公共施設等総合管理計画」を策定。 

・庁内に統廃合・複合化推進検討会議を設置し、公共施設複合化の検討

を行っている。 

＜タテモノ資産＞ 

分類 施設数/面積 分類 施設数/面積 

学校施設 141 / 93 万㎡ スポーツ施設 45 / 14 万㎡ 

住宅施設 77 / 37 万㎡ 産業施設 7 / 14 万㎡ 

集会施設 100 / 23 万㎡ その他 845 / 77 万㎡ 

2025.4.1 時点 合計 1,215 / 258 万㎡ 
 

4 検討経過・

課題 

【検討経過】 

・2024 年 11 月の副市長レビュー（秋）で、課題解決方法の更なる検討

と案件の具体化を進めることとなった。 

・複合化には多種多様な施設の組み合わせパターンがあるなか、公共施

設の約 4割を占め市内全域に設置されている小中学校をはじめ、協働

センターや図書館といった公共施設との複合化の検討を進めている。 

【課題】 

・公共施設複合化にあたっては、安全・安心な市民の利便性向上のみな

らず、子育て支援や教育の充実、地域コミュニティの活性化などへの

対応が必要。 

5-1 方向性の 

提案 
(目指すべき姿) 

・教育や地域活性化、地域防災など、学校が多くの役割を担っていること

を踏まえ、学校整備の機会を活用し、地域基盤の整備を推進する。 

・学校をはじめ協働センターや図書館など周辺の公共施設を複合化し、

「地域中核施設」として整備することで、地域共生の場を創出する。 

5-2 上記の方向

性決定に向

け議論する

事項 
(妥当性、必要

性、有効性など) 

【スケジュール】 

2025 年度    議会、地域、関係者への説明 

2026 年度以降 実施施設の予算措置（基本計画、調査、設計等） 

6 結果 

■提案どおり進める 

□提案内容を一部見直して進める 

□再度、調査研究等を行い検討 

□その他 

具体的内容 

― 

7 その他  


